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　　　nm：ナノメートル＝10億分の1メートル

単位：ﾐﾘﾐｸﾛﾝ（mμ）又はﾅﾉﾒｰﾀｰ(nm）
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ハーシェル ニュートン リッター

可視光線の発見
サー・アイザック・ニュートン

１６６６年頃三角プリズム 物理作用の割合が多くなる
で太陽光を分光したのが 物 化
きっかけ

赤外線の発見 理 学
ウイリアム・ハーシェル

1800年頃太陽スペクトルの 作 化学作用の割合が多くなる 作
色温度を鋭敏な寒暖計

（ポロメーター）を使い測定中 用 用
赤色の外側で温度が上昇

するのを発見し、赤外線 　　光線治療院
と名付けた。別称を熱線 　　E-メール：

       info@kousen
         chiryouin.com

緑

（熱線）赤外線に近づくにつれ熱を持つ　　 　　　紫外線に近づくにつれ冷える（冷線）

物理作用と化学作用の両面を持つ

15～16ｃｍ 透過力　約12～14ｃｍ 0.5～0.65mm

サンフォートピア療法の光線療法とは物理・化学エネルギーと深達度を利用するもの。

　　紫外線の発見　　　
   ヨハン・ウィルヘルム・リッター他

１８０１年塩化銀の紫変作用

を用いて、紫外部の光線を

検討（赤外線発見の刺激を

受け）結果、紫色の外部に

肉眼では見えない紫外線を

発見。別称冷線又は化学線
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中心温度　1,500万℃

表面温度　6,000℃
10万種類の電磁波

最大1ｍ～
最小1/100万mμ


